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1996年夏、世界中の目がアトランタオリンピックに注がれ、多くの日本

人選手が活躍しているとき、金井裏遺跡発掘調査は進められました。

発掘調査の詳細なる報告は本文で述べますが、弥生時代の住居址

や貴重な遺物も出上し、太郎山麓黄金沢扇状地の歴史を知るうえで

大きな成果を得ることができました。

上田市では、昨年11月 に上信越 自動車道上田・菅平インターチェン

ジが開通、平成9年度内には北陸新幹線も開通予定であり、いよいよ高

速交通網時代に突入しました。これら交通網の拡充により、大小さまざま

な開発事業が近年増加の一途をたどっております。これに伴い埋蔵文化

財発掘調査も急激に増加しておりますが、そのほとんどが「記録保存」を

目的としたものであるため、残念ながら調査後その姿を消していく遺跡が

数多くあります。

埋蔵文化財は、文字の無い時代や文献資料の少ない地域の歴史・文

化を解明するうえで必要不可欠なものであり、さらに郷土の歴史を学ぶう

えで生きた教材として格好の資料となっております。これら発掘調査で得

られた資料を、生涯学習や学校教育の場に積極的に活用するとともに、

古代に生きた人々の貴重な遺産を後世に残すことが私たちの重要な責

務と考えております。

最後になりましたが、発掘調査ならびに本書刊行にあたり、多大の尽

力を賜りました関係諸機関、地元関係者皆様に対し哀心より感謝の意を

表し序といたします。

平成 9年 3月

上田市教育委員会教育長 内 藤  ゝ 島



例  言

1 本書は、長野県上田市大字上田宇金井裏における、住宅展示場建設に伴 う金井裏遺跡

発掘調査報告書である。

2 調査は、株式会社エスビーシーハゥジングから委託を受け、上田市が直営で行い、調

査に要 した費用一切は、株式会社エスビーシーハゥジングが負担 した。なお、事務局は

上田市教育委員会事務局社会教育課が担当した。

3 現地調査 |ま 、1996年 7月 1日 から同年 7月 31日 まで実施 し、ラ|き 続き 1997年 3月 25

日まで整理・報告書作成作業を行つた。

4 遺構の実測は、西澤和浩・清水彰が行つた。全体空中写真撮影は、 (株)ジャステッ

ク長野支店に委託 して実施 した。

5 遺物の洗浄・注記・接合 。実測・ トレース・版組は、西澤・清水が行つた。

6 遺構・遺物写真の撮影は、西澤 。清水が行つた。

7 現地調査の基準点測量とメッシュ杭打を (株)ジャステック長野支店に委託して実施

した。

8 本調査に関わる資料は、上田市立信濃国分寺資料館に保管 してある。

9 本書の編集・刊行は、事務局が行った。

10本調査の体制は次のとお りである。

教育長    内藤  尚

教育次長   荒井 鉄雄

社会教育課長  松沢 征太郎

文化係長   岡田 洋一

主査     中沢 徳士 。尾見 智志

主任     塩崎 幸夫・久保田 敦子

技術員    久保田 浩

主事     西澤 和浩 (担 当者)・ 清水 彰 (担 当者)。 小笠原 正

11 調査に参加・協力していただいた方 (敬称略)

(現地調査)竹内 和好・竹内 勇 。磯部 應二



例凡

遺 構

1 遺構は、( )内に示す略号で表し、続く番号は任意である。

竪穴住居址 (SB― )・ 土墳 (SK― )・ ピット (P― )

2 遺構の図版は、原則として国家座標による真北を頁の上としたが、紙面の都合により

例外もある。その際には、その方位を示した。

3 遺構実測図は、原則 1:20・ 縮小 1:3、 寵は原則 1:10・ 縮小 1:3と した。

4 土層断面の観察は、主体となる土を 「新版標準土色帖」 (農林水産省農林水産技術会

議事務局財団法人 日本色彩研究所色票 1988及び 1990)を 用いて判別 した。

竪穴住居址の主軸方位は、国家座標の真北と住居址の中軸線 とのなす角度で示 した。

標高の単位は、全て「m」 である。

遺構図中の饉鰯磯期は、炭化物を示す。

遺構写真の縮小は任意である。

9 遺構図中の番号は、遺物図中の番号と一致する。

５

　

　

６

７

　

　

８

遺 物

1 遺物実測図は、原図1:1・ 縮小 1:

2 土器の実測方法は、右 1/2に断面・

則とし、必要に応じてその率を変えた。

3と した。

内面、左 1/2に外面を記録する4分割法を原

3 遺物実測中の趨囲鰯囲は黒色処理を示 し、雛難難蝉は赤色塗彩を示した。

4 出土遺物一覧表中の法量は、上から口径 。残高・底径あるいは裾径を示す。同表中の

器質は、胎上を「胎」、焼成を「焼」、色調を「色」とした。なお色調は、遺物の内面

及び外面の基本的な色調を「新版標準土色帖」 (前出)を用いて判別 した。

5 遺物写真の縮小は、任意である。
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第 一 章 序 説

第 1節 調査の経過

平成 8年 3月 、株式会社エスビーシーハウジングから上田市長に、上田市大字上田宇金

井裏に店舗及び住宅展示場建設の開発事業届が提出された。上田市教育委員会事務局社会

教育課 (以 下「事務局」とい う。)で確認 したところ本事業地は、周知の埋蔵文化財包蔵地

である「金井裏遺跡」が存在していた。また、昭和 60年 9月 18日 から10月 23日 ま

で一般国道 18号バイパス改築工事に伴 う金井裏遺跡発掘調査を実施 した区域に隣接 して

いたため、試掘調査を実施 し遺跡の有無を確認する必要が生じた。

事務局では、平成 8年 4月 5日 の現地調査の際に、その旨を株式会社エスビーシーハウ

ジングに伝え、試掘調査の了承を得た。

平成 8年 5月 7日 、事務局で試掘調査を実施 したところ、事業地内約 3, 000ポに遺

跡が広がっていることが確認された。これにより事業地内の遺跡について、何 らかの保護

処置を講ずる必要が生じた。

平成 8年 5月 14日 、事務局と株式会社エスビーシーハウジングの両者で保護協議を行

つた結果、一部設計変更を行 うこととなり、平成 8年 6月 17日 、開発事業変更届が提出

された。

平成 8年 7月 1日 、上田市と株式会社エスビーシーハウジングとの間で、この遺跡を記

録保存するための委託契約を締結 した。これにより事務局では、平成 8年 7月 1日 から平

成 8年 7月 31日 まで現地調査を実施 した。その後、整理作業を行い、平成 9年 3月 25
日までに本報告書を刊行 し、すべての作業を終了した。

第 2節 調査の方法

遺跡名は、長野県教育委員会作成の遺跡台帳に記載されている名称及び昭和 60年度に

一般国道 18号上田バイパス改築工事時の発掘調査をふまえ、「金井裏遺跡 Ⅱ」とした。ま

た、記載の便宜を図るため、遺跡記号としてKA_NA_IURA_Ⅱ のKNIⅡ を組合せて

使用 した。各種の記録や遺物の注記等は、この記号を用いている。

調査区域の設定は、事業地内の試掘調査の結果、開発のため破壊 される範囲のみとした。

面的調査については、表土・耕作上の排除は全てバックホーを用い、その後の遺構検出 。

掘上げ作業を人力により行つた。また、 3m× 3mのメッシュを設定し、遺構の測量・遺

物の取り上げ等に利用した。メッシュの設定方法は、基準点 0を設定し、そこから国家座

標にのるよう設定した。その際、東西南北にそれぞれ記号 (EWSN)を あたえ、基準点

からの距離を組み合わせて使用 した。ここで使用した基準点 0の座標値は、X=+45,
060,000、 Y=-20, 520.000で あり、上田地区は国家座標第Ⅷ量系に属

している。

遺構測量は、このメッシュを利用した簡易遣 り方法で行つたほか、全体遺構写真撮影を

(株)ジャステックに委託 して実施 した。
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第 3節 調査 日誌 (抄 )

平成 8年

7月  1日 (月 ) 機材等の整備・準備

7月  9日 (火) バ ンクホ~による表土剥作業開始

7月 12日 (金) バックホーによる表土剥作業終了

7月 15日 (月 ) 遺構検出作業開始

7月 16日 (火) 水準測量着手

7月 19日 (金) 遺構検出作業終了

7月 22日 (月 ) SB-01掘 上げ開始、基準点測量着手

7月 25日 (木) SB-02掘 上げ開始

7月 26日 (金) グリッド・メッシュ杭打ち開始

7月 30日 (火) SK-01掘 上げ、遺構測量開始

7月 31日 (水) 現地調査終了

以後、埋蔵文化財整理室において整理作業を実施 し、平成 9年 3月 25日 までに調査報

告書の刊行を行い、すべての調査事業を終了した。
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ふ り が な かないうら

書 名 金井裏遺跡Ⅱ

副  書  名 住宅展示場建設に伴 う金井裏遺跡Ⅱ発掘調査報告書

シ リ ー ズ 名 上田市文化財調査報告書

シ リー ズ番 号 第 6 4集

編 著 者 名 西澤 和浩・清水 彰

編 集 機 関 上田市教育委員会

所 在 地 〒 386長野県上田市天神三丁目4番 74号 TEL 0268‐ 23‐5102

発 行 年 月 日 1997年 i3月 25日

所 収 遺 跡 名
かない うらいせ き

金井裏遺跡

所 在 地 Υ凸ギ攀 埜畠準雪井箕

市町村 コー ド 20203 北 緯 :東 経 北緯36024'22‖ :東経1380 16'15"

調 査 期 間 19960701-19960731 調 査 面 積 1, 800濯

調 査 原 因 住宅展示場建設 収 蔵 遺 跡 名 金井裏遺跡

種 丹lJ 集 落 主 な 時 代 弥生時代から奈良時代

主 な 遺 構 竪穴住居址・土噴 主 な 遺 物 弥生式上器 。土師器・須恵器

特 記 事 項

第 4節 報告書抄録
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第 二 章 環

第 1節 自然的環境

上田盆地の地形は、千曲川の右岸と左岸に分けて見ることができる。千曲川右岸は、こ

の盆地の北に屏風のように答立している太郎山脈と烏帽子火山群の山麓の殿城山に囲まれ

る。平地は、太郎山脈 と烏帽子火山群の山麓線が、 神川の出口で鈍角に交わ り、千曲川

を底辺として三角形状に展開している。左岸は北西方に川西山地・浦野川を挟み、西部に

は、川西丘陵・塩国産地 。独鈷山脈 と小牧山に囲まれている。産川はこれ らの山々を水源

とし、塩田平と呼ばれる市内でも最も広い面積を有する平野をつくる。また、小牧山塊は

上田盆地の中央に横たわ り、両岸の地域はこの山塊の西北方で互いに狭まって連続 してい

る。平野全体の形としては、不規則なそら豆状または、繭状をなし、広さはあわせて約 9o

kだで、松本盆地・長野盆地に比べると小さく、形状も複雑である。

太郎山脈は上田市の北に答え立ち、坂城町・真田町の境をなす。中央で黄金沢の渓谷が

太郎山 (1,164m)と 最高峰の東太郎山 (1,300m)に分けている。これから西方の山頂線

は多少の凹凸を見せ、岩石がちで植生もよくない。その南斜面は急峻で山麓線は直線的に

上田盆地に接 している。それに対 して、黄金沢の東方は趣を異にし、その南面に丘陵性の

尾根ができてお り、さらに東方南面には丘陵性の台地が付属 している。

神川は矢沢の狭降部を頂点として一大扇状地を展開している。この川は、右岸に 1段、
左岸に 3段の段丘面を形成 し、土地の隆起にしたがって、西方に移動 したことを物語つて
いる。

太郎山麓の南には、数個の河谷が数えられ、その谷の出日には扇状地や崖錐が発達して

いる。もつとも大きく見事なのは黄金沢の扇状地で、その扇頂部に山口という谷日集落が

あり、扉状部は一面 りんご園になっているが、近年この一帯も住宅化が進み、住宅密集地
へと変貌 してきている。山口集落の谷日より蛇沢 。金井集落まで 1.6km、 比高 120mと
いうかなり急傾斜の扇状地で、押出し地形ともみられている。西方は第 1段丘崖を崩壊 し

て第 2段丘面上に乗 り出し、その扇末部は、上田市北上田辺から虚空蔵沢の出日に及んで

いる。この扇状地末端部は、地下水が得易く湧水も多い。各期の遺跡はこうした扇状地の

扇頂部と扇端部にみられ、特に後者に集中して発見される。

今回調査を実施 した金井裏遺跡は、太郎山麓の南面にある黄金沢扇状地末端にあたる場

所で、金井集落の北側背後の第 1段丘崖に立地する。その南は矢出沢川によって切られた

沢地形となり大変見晴らしの良い場所であり、標高は約 502mを はかる。
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第 2節 歴史的環境

太郎山南麓斜面一帯の遺跡を概観すると、東側の黄金沢扇状地から西の千曲川第 2段丘

面にある秋和集落付近まで、数多くの遺跡が分布 してお り、時代的にも縄文期から奈良・

平安期に至るまでみられる。特に、常磐城から塩尻地区の山麓線に沿つて、古墳時代から

奈良 。平安時代にかけての遺跡が集中してお り、上田盆地の歴史を考えるうえで重要な地

域となっている。

縄文時代の遺跡としては、国立東信病院敷地内を中心とした人幡裏遺跡 (b4)が あげら

れる。昭和 27年の病院改築工事で発掘された敷石住居址とともに、中期の加曽利 E式、

後期の堀ノ内・加曽利 B式 と磨製石斧、打製石斧、ニホンジカ 。イノシンなどの獣骨も出

土している。平成 6年度の発掘調査では、縄文後期の敷石住居址とともに、石棺墓や縄文

人骨、獣骨も出上している。また、大星神社の北西方にある大星西遺跡 (61)で も中期の

加曽利 E式上器片などが採取されてお り、人幡裏遺跡 と一連のものととらえることができ

る。なお、豊原古墳 (439)】 ヒ西にある上平遺跡 (67)で も若干の縄文中期土器が採取さ

れているが、その遺構はあきらかでない。

弥生時代の遺跡は、本遺跡のほか前述の上平遺跡にみられるが、全体としては、その南

に広がる上田市街地面の平坦部に多く分布する。上平遺跡からは、弥生後期の箱清水式上

器を確認する一方、人幡裏遺跡の南端からは、弥生中期の小型壺などが確認 されている。

古墳時代になると、雁堀遺跡 (62)や、三子塚古墳 (60)周 辺で集落遺跡がみられ、人

幡裏遺跡にて、わずかに上師器類が採取されている。古墳については、秋和の大蔵京古墳

(405)と 二子塚古墳、豊原古墳などがあげられる。大蔵京古墳は、秋和集落の北西にあ

る豊秋霧原野神社境内にある方墳で、基底部の一辺が約 30mを測る。墳丘の北側面に段

を作 り、葺石とみられる石列が一部にみられる。築造年代は、 4世紀末から5世紀初頭に

比定されている。三子塚古墳は、東信地区唯―の前方後円墳として知られ、周辺には4基
の陪塚をもつ。中軸線の総長約 51m、 前方部の長さ約 26m、 最大幅約 25m、 高さ 5m、 後

円部の長さ約 25m、 最大幅約 39m、 高さ 6mを測る。現在は、後円部に神社社殿が建ち、

前方部には石祠が祭 られ、墳丘各所も削平されている。また、北側には周溝の名残もみら

れる。この古墳からは、円筒埴輪の破片が出上してお り、 6世紀前半の築造と考えられて

いる。後期古墳としては、秋和塩尻地区周辺に 6基ほど確認されていたが、そのほとんど

が破壊されている。豊原古墳からは、人骨、直刀等が出土している。

奈良・平安時代になると、遺跡数は増加するものの、現在まで調査された人幡裏遺跡、

上平遺跡、殿田遺跡 (68)及び本遺跡も含め、いずれも密度は薄く、本遺跡についても調

査面積 1,800∬に 2軒足らずであった。

中世以降は、太郎山中腹に山城が形成され、その麓に城下町が形成されているが、確か

な遺構は確認されていない。近世、真田氏による上田城下町の形成により、こうした太郎

山麓の村々が上田城の周辺に集められ、現在の市街地の基礎を形成 している。近代には、

遺跡周辺一帯は蚕都上田を支える桑園として利用されていたが、都市化の波に押され、現

在は、国道 18号線バイパスが横切 り、南面する優良住宅地として活用されている。
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番  号 遺 跡 名 時  代 備 考

13 上田城址 近 世 国史跡・ 199o～ 97調査

52 染屋台条里水田跡遺跡 弥生～平安

53 向田古墳 古墳

54 国分遺跡群 弥生～平安

57 常入遺跡群 縄文～平安 1996調 査

58 金井裏遺跡 縄文～平安 1985調 査

59 東奥山原遺跡 弥生 。平安

60 二子塚古墳 古墳 市史跡 。前方後円墳

61 大星西遺跡 縄文・古墳

62 雁堀遺跡 弥生 。平安

63 西岡遺跡 平安

64 人幡裏遺跡 縄文 。平安 1994。 1996司町型勇

65 海野遺跡 弥生 。平安

66 上田城址 近 世 一部国史跡

67 上平遺跡 縄文～平安

68 殿 田遺跡 平安 1985調 査

69 七反田遺跡 平安

70 唐臼遺跡 平安

98 森の木 1号古墳 古墳 全壊

94 森の木 2号古墳 古墳 僅かに残る

95 渋取 田遺跡 縄 文

96 中沢遺跡 平 安

98 本の下遺跡 弥生～平安

405 秋和大蔵京古墳 古 墳 市史跡

414 小泉曲輪城跡 近 世

415 牛伏城跡 近 世

416 アラ城跡 近 世

417 北林城跡 近 世

439 豊原古墳 古墳 1988調 査

456 花古屋城跡 近 世

457 染屋城跡 近 世

周 辺 遺 跡 名 一 覧 表
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第 3節 遺跡 の基本 層 序

金井裏遺跡の基本層序は、下に示すとおりである。耕作上の下は全体的に礫が混じり、

水捌けは比較的良い。遺構検出面は、GL-70 cm前 後である。これは、扇状地である

ために、山からの押し出しによる堆積のためと思われる。

土層凡例

I耕 作 土

Ⅱ 7.5YR4/3

Ⅲ  7.5YR4/4

褐色シル ト質埴壊土

褐色シル ト質埴壊土
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0           20m

エスビーシー上田ハウジングパーク施行範囲図
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第 二 章 調 査 の 結 果

第 1節 概 要

今回、検出された遺構は、堅穴住居址 2件 。上墳 1件・ピット4件である。

遺 構

検出された竪穴住居址は、いずれも弥生時代に所属すると思われる。1号の平面形態は隅

丸方形を呈し、東側半分が削平された 2号も同様と思われる。いずれの住居址からも火処

は確認できなかった。しかし、炭化材が多量に検出されたので、焼失住居と思われる。

今回の調査地は、矢出沢川の形成した谷に面した段丘崖上に存在する。この谷が、金井

裏遺跡の東端にあたり、遺跡の中心は西側の段丘上に展開すると考えられる。

遺 物

1号住居址からは、主に弥生時代 (第 5図 1～ 9)と 奈良時代 (第 5図 11～ 16)の
遺物が混在している。弥生時代のものは甕 。甑 。鉢等があり、いずれも床着あるいは床に

近い高さから出上した。

また、S字状の日縁を持つ台付甕 (第 5図 10)が出上している。

奈良時代のものは、イ・甕等が出上した。いずれも覆土中から出上し、床着のものは確

認できなかった。

2号住居址からは、弥生時代の甕・壺 (第 6図)等が出上した。

以上、今回の調査で確認できた主な点を列記した。
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遺 構

十
NttV5

♂ヽ
d

十
N6W3

1 75YR5/4に ぶい褐色 (親指大礫・炭化物含む)

十
N9W6

絲      亀

遺構番号 1号住居址 平面形態

主軸方位

規 模

隅丸方形

N-37° 二 E
2.90× 2,70

高

一働

積面

壁

床

床

0.29(NW)～ 0。 15(SE)

500.055ヘツ500。 105

6.1ポ遺物図版 第 5図

備

　

考

トレンチに南束の壁及び床まで破壊 される。覆上に多量の炭化物が含まれ、床面には炭化材が

出上した。

第 1図  第 1号住居址実測図
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十

隠

1 75YR4/4褐 色 シル ト

十
N5E5

遺構番号 2号住居址 平面形態

主軸方位

規  模

不明

N-41° 一 E

3.70× 不明

高

一島

積面

壁

床

床

0.07sE)

499,665ヘツ499.755

不 明遺物図版 第 6図

備

　

考

覆土には炭化物が多量に含まれ、床面からは炭化材が出土した。地形が南東方向に向かつて傾
斜しているせいか残存状況は悪く、南東の壁。床は削られている。

第 2図  第 2号住居址実測図
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第 4図  ピット実測図
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遺 物

＼ |

9生キ_キ_キーキーエ_キ_キ_上_二坐PCm

10

第 5図 第 1号住居址出土遺物実測図
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第 5図 第 1号住居址出土遺物実測図
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第 6図 第 2号住居址出土遺物実測図
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配

配

構

版

遺

図

種

類

器

種

量法 器 質 成形・形態 。文様ほか 整  形  ほ か

1号住居址

第 5図 -1

甕

弥 生

68

口縁一部

胎 :石英・雲母・粗砂粒含む

焼 :良好

色 :(外 )7 5YR5/4に ぶい褐～4/3褐

(内 )75YR6/4に ぶい褐

口縁部は外反する (外 )3連止めの簾状文
・波状文を施す

(内 )箆磨き

1号住居址

第 5図 -2

甕

弥 生

67

口縁～頸部 1/4

胎 :雲母・粗砂粒含む

焼 :良好

色 :(外)5YR6/4に ぶい橙

(内 )7 5YR7/4に ぶい橙

口縁部は外反
ψ
ナる (外)3連 止めの簾状文

・波状文を施す

(内 )箆磨き

1号住居址

第 5図 -3

甕

弥 生

65

口縁一部

胎 :石英・雲母。粗砂粒含む

焼 :良好

色 :(外 )75YR5/4に ぶヤ哨,SYR6/6橙

(内 )75YR4/2灰 褐

口縁部は外反する (外 )波状文を施す。口

縁部横位の撫で

(内 )箆磨き

1号住居址

第 5図 -4

甕

弥 生

204
48

口縁部 1/4

胎 :雲母・粗砂粒含む

焼 :良好

色 :(外)7 5YR7/4に ぶい橙

(内 )75YR7/6橙

口縁部は外反する 外)波状文を施す

内)箆磨き

1号住居址

第 5図 -5

甕

弥 生

42
40
底部のみ

胎 :石英・雲母・礫・粗砂粒含む

焼 :良好

色 :(外)5YR6/6橙

(内 )2 5YR6/6橙

平底から外傾 して立ち

上がる
(外 )指頭圧痕

(内 )箆磨き

1号住居址

第 5図 -6

甑

弥 生

65
45
胴 一部 。底部完

胎 :石英。雲母・粗砂粒含む

焼 :良好

色 :(外 )5YR6/6橙 ～5YR4A灰褐

(内 )5YR7/4にぶい橙～5YR6/4にぶい橙

小孔を有する底部から

外傾 して立ち上がる
(外 )箆磨き

(内 )箆磨き

1号住居址

第 5図 -7

鉢

弥 生

l■9

51
51
日縁部～体部 l14底 部完存

石英雲母を含み礫・粗砂粒多く含む

良好

(外 )75YR7/6橙
(内 )5YR7/4に ぶい橙

胎

焼

色

平底か ら内弯 して開

く。
(外 )箆磨き・口縁部横

位の撫で・指頭圧痕

(内滋 櫨による撫で

1号住居址

第 5図 -8

鉢

弥 生

132
63

口縁～体部 1/4

胎 :石英。雲母・粗砂粒含む

焼 :良好

色 :(外)2 5YR5/6明 赤褐

(内 )7 5YR7/4に ぶい橙

体部は内弯して開き、

口縁部は僅かに内傾す

る。粘土帯積上げ

(外 )赤色塗彩・箆磨き

(内 )箆磨き

1号住居址

第 5図 -9

鉢

弥 生

171

45

日縁・体部一部

胎 :雲母・粗砂粒含む

焼 :良好

色 :(外)75YR7/4に ぶい橙

(内 )75YR7/4に ぶい橙

体部から口縁部に向か

って内弯気味に開く
(外 )口 縁部横位の撫で

。体部箆磨き

(内 )箆磨き

1号住居址

第 5図 -10

台付甕

土 師

175

37

口縁部一部

胎 :雲母・粗砂泣含む

焼 :良好

色 :(外)2 5YR8/2灰 自

(内 )2 5YR3/2灰 白

口縁部は S宇状を呈す

る
(外 )日 縁部横位の撫で

・胴部は刷毛調整

(内 )口 縁部横位の撫で

1号住居址

第 5図 -11

郷

土 師

155

60
73
ほぼ完存

胎 :礫・粗砂粒含む

焼 :良好

色 :(外)75YR6/2灰 褐～ 6/6橙

(内 )黒

底部から内弯気味に立

ち上がり、口縁部でわ

ずかに内弯する

(外 )椛櫨による撫で。

底部箆切 り

(内 )機械による撫で。

黒色処理

1号住居址

第 5図 -12

イ

土 師

197
63
92
底都完存・体部 2/3

礫・石英・雲母・粗砂粒含む

良好

(外 )5YR6/8橙
(内 )5YR7/8橙

胎

焼

色

平底から内弯して立ち

上がり、開く
(外 )穣櫨による撫で

底部箆きり

(内 )穣櫨による撫で

金井裏遺跡遺物観察表 (1)

-19-



配

配

構

版

遺

図

種

類

器

種
量法 器 質 成形・形態・文様ほか 整  形  ほ か

1号住居址

第 5図 -13

不

土 師

向
佃
・脚

胎 :礫・粗砂粒含む

焼 :良好

色 :(外)loYR7/1黒 ,7 5YR7/6橙

(内 )loYR71黒

体部は内弯して開き、
口縁部はほぼ直立する

(外)機械による撫で

(内 )朝櫨による撫で

黒色処理

1号住居址

第 5図 -14

不

須 恵

l■9

35
78
体部 1/3,底部2/3

胎 :粗砂粒含む

焼 :良好

色 :(外)5Y5/1灰

(内パ6/0灰

付高台の底部から直立

気味に立ち上がり開く
(外)椛櫨による撫で

底部回転糸切 り

(内 )乾械による撫で

1号住居址

第 5図 -15

郭

須 恵

15.0

42
120
底部～体部1/2

礫・粗砂粒含む

良好

(外パ6/0灰

(内 )loY6/1灰

胎

焼

色

付高台の底部から直立

気味に立ち上がり、ロ

縁部で僅かに外反する

(外 )穣櫨による撫で

底部回転糸切 り

(内 )機械による撫で

1号住居址

第 5図 -16

甕

土 師

175

13.4

89
ほぼ完存

胎 :粗砂粒含む

焼 :良好

色 :(外 )10YR8虎 灰白～7 5VR8/4浅 黄橙

(内 )loYR3/3浅 黄橙

平底から内弯気味に立ち上

がり、胴部上位で張りを持

ち、日縁部は外反する。日

唇部に面取りを施す。

(外)機械による撫で・

底部回転糸切 り

(内 )械櫨による撫で

2号住居址

第 6図 -1

甕

弥 生

124
84

口縁～頸部

胎 :礫・雲母・粗砂粒含む

焼 :良好

色 :(外)5YR6/4に ぶい橙

(内 )5YR4/3にぶい赤褐～5/6明 赤褐

口縁部は外反する (外 )波状文を施す

(内 )横位の箆磨き

2号住居址

第 6図 -2

甕

弥 生

76

胴部一部

胎 :粗砂粒含む

焼 :良好

色 :(外)5YR7/6橙 ～loYR6/2灰黄

(内 )75YR7/2明褐灰～5/1褐灰

(外 )波状文を施す

(内 )箆磨き

2号住居址

第 6図 -3

壺

弥 生

58

頸部一部

胎 :石英・雲母・粗砂粒含む

焼 :良好

色 :(外 )5YR6/4に ぶい橙

(内 )5YR6/6橙

頸部は外反する (外)T字文を施す

(内 )箆磨き

金井裏遺跡遺物観察表 (2)
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写 真 図 版
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鞠 艤 騨 願 嘲

調査区域空撮
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調査区域全景 (南東から)

調査区域全景 (西から)
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1号住居址 (東から)

2号住居址 (東から)
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1号住居址 (第 5図 -5)



1号住居址 (第 5図 -10)

1号住居址 (第 5図 -11)

1号住居址 (第 5図 -12)
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1号住居址 (第 5図 -14)



1号住居址 (第 5図 -15)

1号住居址 (第 5図 -16)

2号住居址 (第 6図 -17)
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2号住居址 (第 6図 -18)
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